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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，第一言語の視覚的単語認知において報告されている語彙競合が日
本人英語学習者の視覚的英単語認知においても起こるのか否かを明らかにし，そのメカニズムの語彙習得研究へ
の応用可能性を探ることである。語彙競合とは，単語（例：able）を読む際に，当該の表象だけでなく，形態的
に類似するその他の単語（例：axle）の表象も心内で活性化され，互いに競合することを指す。
　本研究は，様々な実験を通して，日本人英語学習者の視覚的英単語認知においては，第一言語と同種の語彙競
合は起こらないこと，第一言語とは異なるメカニズムで語彙競合が起こること，語彙習得研究へ応用可能である
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：     The purpose of the present study is to examine whether lexical 
competition operates in second language word recognition, and to explore its applicability to 
vocabulary acquisition research. Lexical competition refers to the phenomenon in which lexical 
representations of orthographically related words (e.g., axle) are activated during the visual word 
recognition process when reading a word (e.g., able).
     The present study revealed that second language lexical competition does not operate in the 
same way as first language one, but it does take place with somewhat different mechanism, and 
lexical competition could be applied into second language vocabulary acquisition research.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本人英語学習者を対象とする最新の研究では，第二言語の視覚的単語認知においては，第一言語と同様の語
彙競合は起こらないことが示唆されている。本研究の結果は，これまでの研究成果をさらに進め，第一言語と第
二言語における単語認知メカニズムの違いの一端を明らかにした。これにより，第二言語の単語認知メカニズム
の解明につながるとともに，第二言語における効果的な語彙習得や読解指導のための基礎的な研究成果が得られ
た。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 単語を読む際，当該の単語の表象に加え，形態的に類似するその他の語（隣接語または近傍
語）の表象も活性化され，互いに競合する「語彙競合」が起こると仮定される。語彙競合につ
いての研究は，主として第一言語（L1）の単語認知において行われているため，第二言語にお
いて，語彙競合が起こるのか否か，起こるのであればどのようなメカニズムのもとで起こり，
どのような条件においてその現象を観察できるのかなど，不明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景から，本研究では，様々な実験を通して，第二言語の視覚的単語認知にお
いても語彙競合は起こるのか否かを明らかにし，その結果の語彙習得研究への応用可能性を検
討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）実験 1 
 実験 1 の目的は，第二言語での認知的処理は第一言語での処理よりも遅いことを鑑み，語彙
競合が第一言語で報告されている程度よりも遅れて起こる可能性を検討することである。 
 第一言語の単語認知研究においては，マスク下のプライミング法を用いた語彙性判断課題
（masked priming lexical decision task）が主な課題として用いられている。この課題の典型
的な手続は以下の図 1A のとおりであり，プライムとターゲットが連続して提示される。プラ
イムの提示時間は 50 ミリ秒程度である。他方，本研究では，図 1B に示すとおり，プライムの
提示後，後方マスク（#####）を提示した後，ターゲットを提示する。これにより，プライム
の提示からターゲットの提示までの時間間隔である Stimulus Onset Asynchrony（SOA）を長
くすることができ，処理の遅い第二言語での語彙競合に対処することが可能になると考えられ
る。さらに，後方マスクの提示時間として 50 ミリ秒，100 ミリ秒，150 ミリ秒の条件を設け，
語彙競合を観察するために最も適した条件を探った。 
 
 
 
 
 

   
 
  図 1A 典型的な実験手続き           図 1B 本実験での手続き 
 
 実験の結果は図 2 に示すとおりである。全ての SOA 条件において，プライムとターゲット
が形態的に類似する関連条件と類似しない非関連条件の間で，反応時間に明確な差は見られな
かった。唯一，語彙競合に近い反応が SOA 100 ミリ秒の条件において見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 実験 1 の結果 



 
（2）実験 2 
 実験 2 の目的は，プライムを知覚できるように提示し，語彙競合が起こるか否かを確かめる
ことである。材料は実験 1 と同様であり，手続きは図 1A に示すとおりである。プライムの提
示時間は 500 ミリ秒であった。 
 実験の結果は図 3 に示すとおりである。プライムが知覚できる条件においても，明確な語彙
競合反応は観察されなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 実験 2 の結果 

 
（3）実験 3 
 実験 3 の目的は，語長によりプライミングの程度や方向が異なるか否かを明らかにすること
である。手続きは図 1B のとおりである。後方マスクの提示時間は 50 ミリ秒であり，SOA は
100 ミリ秒であった。材料は 3 文字の単語とプライム，8 文字の単語とプライムであった。 
 実験の結果は図 4 に示すとおりである。語長が 3 文字の条件では，関連条件と非関連条件の
間に明確な差は見られなかった。他方，8 文字の条件では，関連条件の反応時間は非関連条件
の反応時間よりも早く，促進的プライミングが得られた。これは，語彙競合によって得られる
抑制的プライミングとは逆の結果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 実験 3 の結果 

 
（4）実験 4 
 実験 4 の目的は，語彙競合における音韻処理の効果を明らかにすることである。手続きは図
1B のとおりである。後方マスクの提示時間は 50 ミリ秒であり，SOA は 100 ミリ秒であった。
材料は，関連条件においては，プライムとターゲットが形態的に隣接語関係にあるだけではな
く，音韻的な隣接語関係を持つものとした。 
 実験の結果は図 5 に示すとおりである。関連条件の反応時間は非関連条件の反応時間よりも
遅く，抑制的プライミングが得られた。本実験は，日本人英語学習者を対象とする実証研究に
おいて，初めて語彙競合を示した実験となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 実験 4 の結果 



（5）実験 5 
 実験 5 の目的は，語彙競合の語彙習得研究への応用可能性を探ることである。第一に，実験
5-1 として，プライムとして使用される英単語を知らない日本人英語学習者と知っている英語
母語話者を対象に，図 1A の手続きによる語彙性判断課題を行った。 
 実験の結果は図 6 に示すとおりである。英語母語話者においては，関連条件の反応時間は非
関連条件の反応時間よりも遅く，先行研究と同様に抑制的プライミングが得られた。他方，日
本人英語学習者においては，関連条件の反応時間は非関連条件の反応時間よりも早く，促進的
プライミングが得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 実験 5-1 の結果 

 
 次に，実験 5-2 として，プライムとして使用される英単語を学習した後，同じ手続きによる
語彙性判断課題を行った。学習方法として，英単語の意味に焦点を当てる意味処理条件と形式
に焦点を当てる形式処理条件，自由に学習する統制条件を設けた。 
 実験の結果は図 7 に示すとおりである。いずれの学習方法においても，関連条件と非関連条
件の間で，反応時間に明確な差は見られなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7 実験 5-2 の結果 

 
 以上の結果，英単語を学習しなければ，促進的プライミングが得られるが（実験 5-1），英単
語を学習することにより，プライミングが得られなることが示された（実験 5-2）。これはプラ
イムを学習することにより，その語彙化（lexicalization）が起こった結果であると考えられる。 
 
４．研究成果 
 本研究の一連の実験から，以下に示す結論が得られた。 
 
（1） 日本人英語学習者による視覚的英単語認知においては，英語母語話者と同種の語彙競合

は起こらない。 
（2） 日本人英語学習者の語彙競合は，英語母語話者の語彙競合よりも遅く，単語の形態処理

ではなく，音韻処理の間に起こる。 
（3） 英単語を学習することにより，心的辞書内でその語の語彙化が起こる。マスク下のプラ

イミング法を用いた語彙性判断課題は，学習した英単語の語彙化が心的辞書内で起こっ
ているか否かを測定するテストとして利用できる。 
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